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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、「心の自立性」の発展過程を広範な種比較と発達比較により解明することを目標としてい

る。これまでの進捗では、多様な動物種を対象とした精緻な実験計画の実施により、それぞれの種個々

の実験結果の蓄積という点で、質、量ともに高い成果が上げられていると判断できる。その一方で、「心

の自立性」の解明に向けた人間や動物に共通する仮説の提示と検証という側面では物足らず、最終目標

に向けて順調に進められるのかが懸念される。今後は両者を並行して探求することにより、世界的に評

価される大きな研究成果を期待する。 


